
 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

しょう らい 

 
元吉原小児童会 

キャラクター 

えがオンだおん！ 

元吉原地区文化祭・愛校活動ありがとうございました 10 月 11 日の地区文化祭 
では、PTA の家庭教育部が中心となって、お菓子釣り・バザーのブースを出してくださいました。多 
くの子どもたちやそのご家族が足を運んでくださり、賑やかなお祭りになりました。 
 また、17 日には愛校活動にご参加いただき、スポーツフェスティバルに向けて学校がとてもきれい 
になりました。ご協力ありがとうございました。 

耳と目と心で話を聞こう 
後期の始業式で、子どもたちに「耳と目と心で話を聞こう」というお話をしました。本校では今年

度「あたたかい心とことば」、そして「チャレンジ」を大切なキーワードとして教育活動を進めてい
ます。後期は、その二つをさらに広げていくために「話を聞くこと」について考えてほしいと思い、
この話をしました。子どもたちはよく、「話を聞くときは、目と耳で聞きましょう」と教わります。
私たちは皆、自分の話を大切に聞いてもらえたときに安心し、「わかってもらえた」「受け止めても
らえた」と感じます。一方で、話している相手が違う方向を見ていたり、別のことに気を取られてい
たりすると、寂しさや話しづらさを感じます。子どもたちが互いの話にしっかりと耳を傾け、心を向
けて聞くことができるようになると、友達同士の理解が深まり、人を思いやる気持ちも育っていきま
す。そして、「自分は大切にされている」と感じられる安心感は、新しいことに挑戦する意欲や勇気
にもつながります。 

始業式では、「おへそを相手に向ける」「相手の目やおでこを見る」「うなずきながら聞く」な
ど、まずは形から始めてみようという話もしました。最初から完璧にできなく 
ても構いません。大切なのは、相手の話を受け止めようとする気持ちです。 

私たちは、子どもたち一人一人が「話を聞いてもらえた」「自分は大切にさ 
れている」と感じられる学校を目指しています。その積み重ねが、あたたかい 
言葉が行き交う学校につながり、失敗を恐れずにチャレンジできる子どもたち 
を育てると考えています。ご家庭でも、お子さんのお話を聞くときに「今日は 
どんなことがあったの？」と耳と目と心を向けていただけると幸いです。学校 
と家庭がともに子どもたちの思いを受け止めながら、「あたたかい心とことば」 
が広がる元吉原小学校を創っていきたいと思います。 
 

令和８年度 小中学校教育目標「人として 熱く 優しく たくましく」 重点目標 「あたたかい 心と ことばで」 

 

もうすぐスポーツフェスティバル 今年も、園児（幼児）のみなさん 
に来ていただいて、小学生と一緒に走ってほしいと思います。また、ご家族や地域 
の皆様には、「富士ばやし」を一緒に踊っていただいたり、綱引きなどにも参加し 
たりしていただけると幸いです。短い時間ですが、元吉原のみなさんで楽しい時間 
が過ごせたらと思っています。中学生のみなさんも是非、お手伝いや競技への参加 
をお待ちしております。なお、今年度は午前中で下校となるので、参加されたご家 
族の方は、応援席までお迎えをお願いいたします。11 月 7 日（土）です！ 

富士市立元吉原小学校 
学校だより 
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